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未来に続く、緑と水あふれる
ほっとするまち 調布

連携と協働によるより良い環境の保全と回復に向けた取組

野川の桜並木

調
布
市
は
、
東
京
都
の
ほ
ぼ
中
央
、
多
摩
地
区
の

南
東
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
広
大
な
武
蔵
野
台
地

の
南
縁
に
あ
る
調
布
市
は
、
多
摩
川
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
武
蔵
野
段
丘
と
立
川
段
丘
の
２
つ
の
段
丘
と

沖
積
低
地
か
ら
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
形
か
ら
な
る
調
布
市
は
、
多
摩
川

や
野
川
な
ど
の
水
辺
、
国
分
寺
崖
線
や
布
田
崖
線
、

仙
川
崖
線
、
深じ

ん

大だ
い

寺じ

周
辺
の
社
寺
林
や
屋
敷
林
、
湧

水
や
水
田
等
、
豊
か
な
水
と
緑
の
環
境
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
崖
線
の
崖
下
か
ら
は
地
下
水
が
豊
富
に
湧

き
出
し
、
市
内
の
中
央
部
を
貫
流
す
る
野
川
や
、
東

部
を
流
れ
る
野
川
支
流
の
入
間
川
、
仙
川
の
主
な
水

源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

調
布
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
環
境
資
源
を

守
り
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、「
持
続
可
能
な
人
間

社
会
の
存
続
と
す
べ
て
の
生
き
も
の
が
共
存
す
る
地

球
、
地
域
環
境
を
保
全
・
回
復
・
創
出
す
る
」と
い
う

基
本
理
念
の
下
、「
未
来
に
続
く
、
緑
と
水
あ
ふ
れ
る

ほ
っ
と
す
る
ま
ち　

調
布
」を
目
指
す
環
境
の
将
来

像
と
し
て
掲
げ
、
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

【課　題】	 水環境
【主　体】	 調布市
【連絡先】	 調布市環境部環境政策課
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調
布
市
で
は
、
２
０
１
６
年
３
月
に
、

環
境
保
全
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、「
未
来
に

続
く
、
緑
と
水
あ
ふ
れ
る
ほ
っ
と
す
る
ま

ち	

調
布
」を
将
来
像
と
す
る「
調
布
市
環

境
基
本
計
画
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
、「
豊

か
な
緑
と
水
や
多
様
な
生
物
を
育
む
ま

ち
」、「
人
と
環
境
が
調
和
す
る
快
適
で
美

し
い
ま
ち
」、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活

環
境
が
確
保
さ
れ
る
ま
ち
」、「
低
炭
素
で

循
環
型
の
社
会
の
形
成
を
目
指
し
実
現
す

る
ま
ち
」、「
み
ん
な
の
力
で
よ
り
良
い
環

境
を
目
指
す
ま
ち
」の
５
つ
の
基
本
目
標

に
沿
っ
て
様
々
な
施
策
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

２
０
２
１
年
３
月
に
は
、
そ
の
後
の
環

境
行
政
を
め
ぐ
る
社
会
情
勢
の
変
化
等
を

踏
ま
え
て
計
画
の
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
基
本
理
念
や
基
本
目
標
を
踏

襲
し
つ
つ
、
目
標
ご
と
に
施
策
の
方
針
や

具
体
的
な
施
策
が
体
系
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
改
定
で
は
、
次
代
を
担
う

小
・
中
学
生
に
、
計
画
の
内
容
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め「
こ
ど
も
版
調
布
市
環
境
基

本
計
画
」も
発
行
し
て
い
ま
す
。

更
に
今
回
改
定
さ
れ
た「
調
布
市

環
境
基
本
計
画
」の
一
部
が
、
新
た
に

「
流
域
水
循
環
計
画
」と
し
て
公
表
さ

れ
ま
し
た
。

計画の	
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1990

「
調
布
市
環
境
基
本
条
例
」制
定

「
調
布
市
環
境
管
理
計
画
」策
定

1995.3

「
調
布
市
総
合
計
画（
（
平
成
25
年
度
か
ら

令
和
４
年
度
）」策
定

2013.4

「
調
布
市
環
境
基
本
計
画
」改
定

2016.3

「
調
布
市
環
境
基
本
計
画
」改
定

2021.3

「
調
布
市
環
境
基
本
計
画
等
改
定
委
員
会
」

設
置

2020.4

「
調
布
市
環
境
基
本
計
画
」の
一
部
を
流
域

水
循
環
計
画
と
し
て
公
表

2021.7

「
調
布
市
環
境
基
本
計
画
」策
定

2006.3

調
布
市
環
境

基
本
計
画

市が目指す環境の姿と基本目標 こども版環境基本計画

調布市環境基本計画
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環
境
保
全
活
動
を
通
じ
た

人
材
育
成

「鍵」
その1

調
布
市
で
は
、
環
境
保
全
活
動
に
参
加

す
る
人
材
、
活
動
を
リ
ー
ド
す
る
人
材

を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
市
民
、
事
業
者
、

環
境
活
動
団
体
等
の
取
組
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、
環
境
保
全
活
動
の
連
携
・
協

働
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
に
関
し
て
は
、
市
民
・
市
民

団
体
・
事
業
者
で
構
成
さ
れ
る「
ち
ょ
う
ふ

環
境
市
民
会
議
」が
中
心
と
な
り
、「
雑
木

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」を
は
じ
め
と
す
る
各

種
環
境
講
座
、「
が
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク
」、
環

境
活
動
の
交
流
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
多
摩
川
自
然
情

報
館
」で
は
、
環
境
学
習
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
解
説
員
養
成
講
座
等
を
開
催
す
る

な
ど
、
様
々
な
主
体
が
協
力
し
て
市
民
の
普

及
啓
発
、
担
い
手
育
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
の
環
境
保
全
活
動
へ
の
参
加
に
つ

い
て
は
、
調
布
市
で
は
、
２
０
０
０
年
か

ら
市
民
と
の
協
働
で
崖
線
の
保
全
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
10
月
時

点
で
は
、
市
内
７
箇
所
の
崖
線
樹
林
地
に

お
い
て
、
市
民
団
体
が
樹
林
の
保
全
や
管

理
等
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
小
・
中
学
生
が
河
川
や
緑
地
な
ど
で

の
自
然
体
験
を
通
じ
て
環
境
を
学
ぶ「
調

布
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
事
業
」や
市
民
と

市
が
協
働
で
市
内
の
自
然
環
境
を
見
守
り
、

自
然
環
境
の
保
全
に
役
立
て
る「
調
布
市

環
境
モ
ニ
タ
ー
事
業
」の
運
営
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
河
川
の
保
全
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
、
環
境
学
習
活
動
、

清
掃
活
動
等
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
市
民

団
体
も
複
数
存
在
し
ま
す
。

環
境
学
習
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
は
、

次
代
を
担
う
小
・
中
学
生
に
、
身
近
な
自

然
や
地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
関
心
を

持
ち
、
自
ら
解
決
に
向
け
た
行
動
に
つ
な

げ
て
も
ら
う
た
め
、
湧
水
・
樹
林
地
等
に

お
け
る
自
然
観
察
会
、「
調
布
水
辺
の
楽

校
」、「
調
布
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」な
ど

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の

身
近
な
水
辺
環
境
や
深
大
寺
・
佐
須
地
域

等
の
自
然
資
源
を
環
境
学
習
等
に
活
用
す

る
取
組
と
し
て
、
自
然
環
境
マ
ッ
プ
の
作

成
・
配
布
や
深
大
寺
・
佐
須
地
域
に
お
け

る
農
の
風
景
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
の
作
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
市
内
の
自
然
環
境
の
再
発

見
と
、生
物
多
様
性
へ
の
理
解
を
深
め
る
目

的
で
、「
調
布
市
い
き
も
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
感
じ
よ
う
！
生
物
多
様
性
」が
２
０
１
０

年
度
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
供
達
を

対
象
と
し
た

環
境
学
習
の
推
進

「鍵」
その2

調
布
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
関

す
る
情
報
を
市
民
に
提
供
す
る
た
め
に
、

「
環
境
年
次
報
告
書
」、「
ち
ょ
う
ふ
環
境

に
ゅ
～
す
」の
発
行
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
、
情
報
発
信
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、「
ち
ょ
う
ふ
環
境
市
民
会
議
」と

連
携
し
て「
調
布
が
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク
」を

開
催
す
る
な
ど
、
市
民
が
身
近
な
自
然
環

境
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
の
提
供
も

行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
環
境
に
関
心
を
持
っ
た
市
民
と

環
境
活
動
団
体
と
を
つ
な
ぎ
、
担
い
手
と
な

る
市
民
を
増
や
し
て
い
く
た
め
、
環
境
活
動

団
体
等
と
協
力
し
な
が
ら
、
拠
点
施
設
の
設

置
や
環
境
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

拠
点
施
設
と
な
る
調
布
市
の「
多
摩
川

自
然
情
報
館
」は
、
多
摩
川
を
中
心
と
し

た
市
内
の
自
然
環
境
を
紹
介
す
る
施
設

で
、
館
内
に
は
多
摩
川
の
魚
や
植
物
、
昆

虫
な
ど
の
実
物
が
見
ら
れ
る
展
示
室
や
、

多
摩
川
の
ミ
ニ
生
態
系
を
再
現
し
た
い

き
も
の
プ
ー
ル
、
自
然
環
境
に
関
す
る

本
を
そ
ろ
え
た
学
習
室
が
あ
り
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
学
べ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

雑木林ボランティア講座

こどもエコクラブ

「調布水辺の楽校」の様子
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ちょうふ環境にゅ～す

雨水浸透ます設置の啓発チラシ

湧水の紹介看板

深大寺・佐須地域の公有化
土地を活用した環境学習

「調布市多摩川自然情報館」
内のいきものプール

流域マネジメント、ここにも「注目」
湧
水
や
湿
地
等
の
保
全
と
回
復

注目1
崖
線
下
か
ら
湧
き
出
す
地
下
水
は
、
市

内
の
中
央
部
を
貫
流
す
る
野
川
や
、
東
部

を
流
れ
る
野
川
支
流
の
入
間
川
等
の
主
な

水
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年

都
市
化
が
進
み
、
２
０
１
８
年
度
の
湧
水

調
査
で
は
、
市
内
に
29
か
所
の
湧
水
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
湧
水
は
減
少
し
て

い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

調
布
市
で
は
、
東
京
都
の「
雨
水
浸
透

指
針
」や「
調
布
市
自
然
環
境
の
保
全
等
に

関
す
る
条
例
」に
基
づ
い
て
、
緑
の
保
全
、

健
全
な
水
循
環
の
維
持
・
回
復
、
地
下
水
・

湧
水
の
保
全
・
回
復
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
条
例
で
は
、
湧
水
、
湿
地
、
池
、
水
路
、

河
川
等
が
生
き
物
の
生
存
に
と
っ
て
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に

配
慮
し
て
、
こ
れ
ら
の
保
全
及
び
回
復
を

図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
公
共
施
設
に
お
い
て
、
雨

水
浸
透
ま
す
・
浸
透
ト
レ
ン
チ
等
の
設
置

や
道
路
等
へ
の
透
水
性
舗
装
採
用
等
に
よ

り
、
地
下
水
の
涵
養
が
積
極
的
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
施
設
に
お
い
て

も
雨
水
浸
透
施
設
等
の
設
置
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
１
９
９
７
年
に
は「
調
布
市
雨
水

浸
透
ま
す
設
置
要
綱
」が
定
め
ら
れ
、
既
存

住
宅
へ
の
雨
水
浸
透
ま
す
の
設
置
促
進
も

図
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
雨
水
浸
透
施
設

の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
国
土
交
通
省
や
東

京
都
の
補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
全
な
水
循
環
の
維
持
・
回
復

の
た
め
に
は
、
市
民
や
事
業
者
も
含
め
流

域
全
体
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
雨
水
浸
透

や
節
水
等
の
取
組
の
重
要
性
に
つ
い
て
普

及
啓
発
も
図
っ
て
い
ま
す
。
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重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選
定

注目2
調
布
市
で
は
、
環
境
基
本
計
画
で
掲
げ

た
環
境
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
計

画
期
間
内
に
重
点
的
に
取
り
組
む
事
業
を

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
、

計
画
的
か
つ
効
率
的
に
推
進
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、「
市
民

の
心
の
安
ら
ぎ　

緑
と
水
を
守
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」は
、「
緑
の
保
全
」、「
水
循
環

の
回
復
と
水
環
境
の
再
生
」、「
都
市
農
地

や
里
山
環
境
の
維
持
・
保
全
」、「
生
物
の

生
息
空
間
の
保
全
」の
４
つ
を
主
要
な
施

策
と
し
て
お
り
、
主
に
こ
の
施
策
に
基
づ

き
、
健
全
な
水
循
環
の
維
持
・
回
復
、
水

環
境
の
再
生
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、

「
み
ん
な
が
主
役　

環
境
を
学
ん
で
楽
し

む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、「
環
境
意
識
の

醸
成
」、「
学
び
と
活
動
体
験
機
会
の
充

実
」、「
活
動
の
担
い
手
と
な
る
人
材
育
成

と
活
動
支
援
」、「
様
々
な
主
体
と
活
動
の

環
の
拡
大
」の
４
つ
を
主
要
な
施
策
と
し
、

環
境
教
育
・
環
境
学
習
を
通
じ
て
、
全
て

の
人
が
楽
し
み
な
が
ら
環
境
を
学
び
、
持

続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
進
ん
で

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
各
施
策

に
つ
い
て
は
、
毎
年
そ
の
進
捗
を
管
理
し
、

市
民
等
が
主
体
的
に
行
う
取
組
も
合
わ
せ

て
取
組
状
況
を
把
握
し
、
取
り
ま
と
め
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
確
実
な
進
捗
を
図
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
里
山
や
水

辺
に
す
む
生
き
も
の
を
大
切
に
す
る
こ

と
を
意
識
し
て
い
る
人
の
割
合
は
３
割

程
度
い
る
も
の
の
、
身
近
な
緑
と
水
を

守
る
活
動
に
参
加
し
て
い
る
と
回
答
し

た
割
合
は
１
割
程
度
と
低
い
状
況
で
し

た
。
ま
た
、
直
近
１
年
以
内
に
環
境
活
動

に
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
人
の
割
合
は

１
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
関

心
を
持
っ
て
い
る
人
が
半
数
近
く
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
を
増
や
す
た
め
に
活
動
を
気
軽
に
体

験
で
き
る
機
会
や
活
動
に
関
す
る
情
報

発
信
を
増
や
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
出
さ
れ
た
数
多
く
の
意

見
を
集
約
し
た
結
果
、
複
数
の
テ
ー
マ
に

共
通
し
て
、「
環
境
に
つ
い
て
子
ど
も
や

若
者
が
学
ぶ
機
会
、
親
子
で
体
験
で
き
る

機
会
の
充
実
」、「
様
々
な
媒
体
を
用
い
た

市
内
の
環
境
や
環
境
活
動
に
関
す
る
効
果

的
な
情
報
発
信
」、「
相
互
に
関
連
し
合
う

環
境
問
題
を
効
果
的
に
、
か
つ
楽
し
み
な

が
ら
学
ぶ
場
の
提
供
」と
い
っ
た
環
境
学

習
・
環
境
教
育
に
関
わ
る
視
点
か
ら
、
多

く
の
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ア
は
各
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
く
取
組
の
中
に
反

映
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
・

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

注目3
調
布
市
で
は
、
環
境
基
本
計
画
の
改
定

に
あ
た
り
、
今
後
の
環
境
に
関
す
る
取
組

に
つ
い
て
市
民
の
意
見
・
ア
イ
デ
ア
を
幅

広
く
反
映
す
る
た
め
、
２
０
１
９
年
度
に

「
調
布
市
環
境
基
本
計
画
の
見
直
し
等
に

関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」や「
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
度
に
は
、
メ
ー
ル

等
で
の
ア
イ
デ
ア
募
集
、
対
面
型
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

重点プロジェクト

重点プロジェクトの構成

市民アンケート結果
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環
境
基
本
計
画
に
基
づ
く
取
組
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
は
、
環
境
指
標
と
そ
の
目

標
値
に
照
ら
し
て
目
標
達
成
度
を
把
握
・

評
価
し
て
い
ま
す
。
評
価
結
果
は
年
１
回
、

年
次
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
水
循
環
に
か
か
わ
る
施
策

と
し
て
は「
水
辺
環
境
の
保
全
・
再
生
」、

「
多
様
な
自
然
環
境
の
活
用
」、「
活
動
の

担
い
手
と
な
る
人
材
育
成
と
活
動
支
援
」

等
が
あ
り
ま
す
。

「
水
辺
環
境
の
保
全
・
再
生
」に
関
す
る

施
策
で
は
、「
浸
透
施
設
等
の
設
置
に
よ

る
雨
水
の
浸
透
能
力
」が
環
境
指
標
と
し

て
設
定
さ
れ
、
令
和
７
年
ま
で
に
達
成
す

る
目
標
値
と
し
て
、
１
３
６
，４
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
／
時
間
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

令
和
３
年
度
時
点
で
は
１
１
８
，０
２
４

立
方
メ
ー
ト
ル
／
時
間
と
順
調
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

「
多
様
な
自
然
環
境
の
活
用
」に
関
す

る
施
策
で
は
、「
自
然
体
験
学
習
の
参
加

人
数
」と
し
て
９
，０
０
０
人
が
環
境
目
標

と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
令
和
３
年
度

で
は
９
，９
８
０
人
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
参
加
人
数
を
増
や
し
て
い
く
た
め

に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
広

報
活
動
に
努
め
て
い
く
予
定
で
す
。

「
活
動
の
担
い
手
と
な
る
人
材
育
成
と

活
動
支
援
」に
関
す
る
施
策
は「
活
動
の
担

い
手
と
な
る
人
材
の
人
数
」と
し
て
環
境

目
標
が
１
７
０
人
と
し
て
設
定
し
て
お
り
、

引
き
続
き
環
境
の
担
い
手
づ
く
り
の
た
め

の
環
境
講
座
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員

養
成
講
座
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

次
世
代
に
向
け
た
担
い
手
を
拡
大
し
て
い

く
予
定
で
す
。

い
ず
れ
の
施
策
で
も
令
和
７
年
度
の
目

標
年
次
に
向
け
、
活
動
の
効
果
が
拡
大
し

て
お
り
、
引
き
続
き
事
業
の
推
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

活動の	
効　果

環
境
指
標
と

目
標
値
に
よ
る

目
標
達
成
度
の
把
握
・

評
価

実篤公園の湧水

浸透施設等の設置による雨水の浸透能力

自然体験学習の参加者人数

目標達成度


